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 おかやまエイズ感染防止作戦

岡山県の特徴及びHIV対策について

©岡山県マスコット ももっちとうらっちと仲間たち

令和７年度西日本地区重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会

岡山県保健医療部疾病感染症対策課



岡山県の概要

人口

1,8１５,１６１人

保健所

１１カ所（岡山市及び倉敷市を含む）

エイズ治療中核拠点病院

１か所

エイズ治療拠点病院

９カ所

出典：岡山県毎月流動人口調査（令和７年10月1日現在）

倉敷中央病院

岡山労災病院

岡山赤十字病院

津山中央病院

岡山医療センター

岡山大学病院

川崎医科大学
総合医療センター

川崎医科大学附属病院
（エイズ治療中核拠点病院）

南岡山医療センター
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岡山済生会
外来センター病院

岡山県におけるHIV医療体制

津山市

岡山市

早島町

倉敷市
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岡山県のHIV感染者・エイズ患者発生状況

＜累計＞ ３２６名

○HIV感染者 ２１２名
（男性１９８名 女性１４名）

○エイズ患者 １１４名

（男性１０６名 女性８名）

【202５年感染者・患者の詳細】
○HIV感染者 ５名
（男性５名 女性０名）
２０代：１名
３０代：２名
５０代：２名

○エイズ患者 ４名
（男性４名 女性０名）
３０代：１名
４０代：２名
５０代：１名

（202６年1月６日時点）

出典：感染症発生動向調査システムより集計
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2010年

報告者数が急増

累計報告者数

32６名



岡山県のHIV感染者・エイズ患者発生状況
（202６年1月６日時点）

出典：感染症発生動向調査システムより集計
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おかやまエイズ感染防止作戦

「おかやまエイズ感染防止作戦」 の開始

2010 201３ 201５ 20２５

「クリニック検査」 の開始

岡
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岡山県における
HIV感染者・AIDS患者の推移（～2011年）

厚生労働省エイズ動向委員会
平成22（2010）年エイズ発生動向より抜粋

AIDS患者報告数 上位10位の自治体
（2010年）

感染症発生動向調査システムより

課題

・・・

（年）

報告者数の増加
「いきなりエイズ」の増加
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おかやまエイズ感染防止作戦

岡山県における
HIV感染者・AIDS患者の
感染原因及び感染経路（2008～2013年）

感染症発生動向調査システムより

同性間
性的接触

５１％
異性間性的接触

３０％

その他・不明
１６％

静注薬物使用
１％

岡山県における
推定（潜在化）MSM感染者数 （2012年度当時）

岡山県内の
推定MSM人口＊ 推定感染率

約２００人

３％

約７００人

× ≒

累積報告者数等

N＝１０６（重複あり） ＊出典：H24年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業
「MSMのHIV感染対策の企画、実態、評価の体制整備に関する研究」
代表市川誠一氏作成スライド参照

約７００人22,205人

－ ＝ 約５００人

母子感染
０％

「おかやまエイズ感染防止作戦」 の開始

2010 201３ 201５ 20２５

「クリニック検査」 の開始
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おかやまエイズ感染防止作戦

全県を挙げて感染防止に取り組む機運を醸成
関係者一丸となって作戦を推進

「いきなりエイズ」の根絶とエイズ感染防止

感染者の発症・重症化防止

おかやまエイズ感染防止作戦

2013年度始動

Ⅰ 受けやすい検査

 エイズ治療拠点病院検査
自己負担1,000円
迅速検査

 保健所検査
原則匿名・無料検査

 クリニック検査
自己負担1,000円
匿名可能

Ⅱ 戦略的な普及啓発

 MSM関連団体との連携

 啓発資材を活用した
情報発信

 エイズ等出前講座

Ⅲ 関係者の連携強化

 エイズ医療等推進協議会

 エイズ対策研修会の開催

 針刺し事故後のHIV感染
防止体制整備

 エイズ診療カウンセリング
体制整備

作戦の３本柱



おかやまエイズ感染防止作戦
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クリニック検査の概要

CBO
（一般社団）

カラフルドットライフ

個別施策層
（MSM）

岡山県

啓発・広報 検査受検

結果通知

連携

検査費用補助

協力依頼

協力診療所

事業の内容
・ 県が委託する診療所において、ＭＳＭを対象とした有料のＨＩＶ・梅毒検査を実施
・ 受検者の自己負担が1,000円/件になるよう、実費との差額を県が診療所に負担
・ 検査に関する情報が効率的に届くよう、ＭＳＭコミュニティとの繋がりが強い啓発団体を通じて広報
・ 期間は2か月程度を年に２回

事業の目的
・ HIV及び梅毒感染のハイリスク層であるMSMの検査機会の拡大を図る
・ 早期発見・早期治療、ひいてはエイズのまん延防止に繋げる



おかやまエイズ感染防止作戦
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クリニック検査の流れ

１ 受付
・受付に、今回のキャンペーンとわかるものを提示
（リーフレットまたはキャンペーンサイトの検査画面等）
・問診票の記入

２ 問診・採血

３ 支払い
・受付で1,000円を支払う
・検査結果の受診予約をする（１週間後以降）
・この日はこれで終わり

４ 結果を聞く
・受付で今回のキャンペーンとわかるものを提示し、
結果を聞きに来たことを伝える

・性感染症等治療が必要な場合は、医師と相談し治療に入る

５ 支払い
・結果通知は検査料金に含まれており、無料
・ただし、性感染症等治療は有料

↑リーフレットの表紙



おかやまエイズ感染防止作戦

ポケットティッシュ 受検勧奨カード

生成AIを活用した情報発信
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啓発資材を活用した情報発信
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